
 

 

 

［個人テーマ研究のまとめ］ 

          鹿児島県立古仁屋高等学校   氏名   松元 拓也 

１ 研究主題 

   学習意欲を高め，学力定着のための教科指導の工夫 

 

２ 研究のねらい 

   本研究では研究主題に基づき，教材の精選，ＩＣＴの活用，評価方法，授

業形態を工夫・改善することで主体的に学習に取り組む生徒を育んでいく。  

   

（１）学習意欲を高め，数学的な見方・考え方ができるようになるために  

     ふさわしい教材を精選し，なおかつＩＣＴを積極的に活用していく。 

（２）考査問題を観点別に評価し，それを生徒にフィードバックすること  

で学力向上につなげていく。 

（３）生徒が主体となる授業形態に積極的に取り組んでいく。 

 

３ 研究経過 

（１）教材の精選とＩＣＴの積極的な活用 

●実践例１（３年生進学コース 「数学活用」） 

中学３年生で学習した三平方の定理の証明を行った。証明方法は 

１００通り以上発見されているが，ここではユークリッドの方法を 

用いて次のような手順で証明を行った。 

① アの正方形とイの長方形の面積の大小関係を 

直観的に推測させる。 

② アとイの面積が等しいことを予想させる。 

③ 中学校で学習した等積変形と三角形の合同条 

件の学び直しをさせる。 

④ 黄色の三角形と面積が等しい三角形を順に図示 

させ，アとイの面積が等しいことを証明させる。 

⑤ 同様にして考え，最終的にどういったことが分かるか考えさせる。 

 

 

 

 

 

 本校の生徒たちは数学に限らず単に処理するだけの問題を解くことは

得意としているが，筋道立てて論理的に考えることや，一般的に考える

ことなどは非常に苦手である。けれども，補助線を引いて色を塗って試



 

行錯誤しながら周りの生徒たちと協力しながらじっくり考え，さらにＩ

ＣＴを活用して視覚的に理解できたことでこの学習課題に意欲的に取り

組めていた。 

●実践例２（３年生進学コース 「数学活用」） 

以下のような教材を用いて，不等式の表す領域を使って目的とする 

関数値の最大値や最小値を求める線形計画法について学習した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自力解決は困難だったため，次のような手順で進めた。 

① ケーキを x本，クッキーを y袋作るとして不等式を立てさせる。 

② その不等式の表す領域Dを図示させる。 

③ kyx  20001000 が直線の方程式であることを認識させる。 

④ y切片が最大になるときに k が最大になることを理解させる。 

⑤ 領域Dと共有点をもつような直線で y切片が最大になる直線を考え 

させる。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 この教材は生徒にとっては少々難しかったかもしれないが，社会生 

活において数学が活用されている場面や身近な事象を数学化し考察す 

ることができ，それらの活動をとおして数学の社会的有用性について 

の認識を深めることができたはずである。 

また，板書して教師が説明するよりもＩＣＴを活用したことで効率的

に授業を進めることができた。 
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●実践例３（３年生進学コース 「数学活用」） 

半径 rの球の体積V が
3

3

4
rV  であることを以下のような手順で 

証明した。 

① 半径 rの球の体積V を答えさせる。 

② 中学校で学習した球の体積の求め方の学び直しをさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 半径 rの球と，この球が内接するような円柱を同一平面上に置き， 

さらに，この円柱から，上，下 2つの直円錐（縦線部）を取り除い 

た立体 Pを考え，これら 2つの立体を中心から 　aだけ離れたところで

切断し（ ra 0 ），それぞれの切断面の面積を
1S ， 2S とするとき，

1S ， 2S をそれぞれ求めさせる。 

④ 球の切断面は円，立体 Pの切断面はドーナツ形であることに気付か 

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 21 SS  であることを証明する。 

⑥ カバリエリの原理（ 2つの立体図形を一定方向の任意の平面で切断し

たとき，切断面の面積が常に等しければ，もとの 2つの立体の体積も

等しい。）を利用させる。 

 

 

 

 



 

⑦ 球の体積は，円柱の上，下から 2つの直円錐を取り除いた立体の体 

積に等しくなることに気付かせる。 

数学Ⅲを学習していないため，上のような手順で証明させた。今まで

学習したことと初めて学習したことをうまくつなげながら進めていかな

ければならず，生徒も理解するのが大変そうであったが，ＩＣＴを活用

し立体を上から見た図，横から見た図を見せることで興味・関心をもち

学習課題に取り組んでいた。この実践をとおして，生徒がイメージしに

くい空間図形を扱うときＩＣＴの活用は非常に効果的であり，よい教材

を用いることで学習意欲の向上にもつながると強く感じた。 

（２）観点別得点表の活用 

観点別得点表を作成し，２学期中間考査 

（２年進学コース）の答案返却の際に４観 

点別（関心・意欲・態度，数学的な技能， 

数学的な見方・考え方，知識・理解）に生 

徒自身で得点集計させた。 

これを実施することで学習意欲の向上や 

学力定着につながるのか確かな自信もなか 

ったが，生徒のアンケート結果は以下のと 

おりであった。 

（アンケート結果） 

・考査の反省もでき，今後の考査・模試に向けてどのような準備を 

するべきかはっきりした。 

・どういった問題で得点できていないのかが明らかになり，今後どの 

ような学習をしていくべきか考えるヒントになった。 

（３）生徒が主体となる授業形態の取り組み 

  教師となり最初の約７年間，生徒への情熱だけはしっかり持ちつつも

指導力の未熟さもあってかピリピリした雰囲気の中でおとなしく座らせ

て黙々と板書を写させ，私の言うとおりに問題を解かせるという自己満

足の授業を行っていた。もちろんそのやり方では次第に限界を感じ，そ

の頃から生徒自身が思考・判断し，表現する授業を心がけるようになっ

た。これまでもグループ活動をさせ，他の生徒の考えと比較させたり，

他の生徒に説明をさせたり，様々なことを意図的に行ってきた。今回は

それに加え，生徒自らがＩＣＴを活用したり，理解している生徒が理解

していない生徒に教えるなど生徒同士で学習課題を解決させる授業形態

になるよう授業の準備を行ってきた。その結果，これまでよりも生徒と

のコミュニケーションも増え，生徒の様々な考えをより引き出すことが

でき，私の考えよりも素晴らしいアイデアが出てくるなど授業に活気が

溢れ，以前の授業よりも数学を楽しく学習するようになった。今後も生

徒が主体となるような授業形態を意識し，よりよい授業となるよう努力

していきたい。 



 

●生徒が他の生徒に説明する 

 

 

 

 

 

 

●生徒自らがＩＣＴを活用する   ●互いに教えあう 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究の成果と課題 

   今回の研究では，数学に主体的に取り組む生徒の育成を目標に様々なこと

にトライしてきた。特に「数学活用」の授業では教科書をそのまま利用して

授業を組み立てることが難しく，教材研究に苦慮したが，私自身も大変勉強

になり生徒から学ばせられることも多々あった。「教科書を学ぶ」でなく「

教科書で学ぶ」という授業が少しは実現できたかもしれない。 

以前に比べると，授業の雰囲気，生徒の表情，学習意欲は格段に上がった

と感じている。そして，生徒自身で課題を解決しているため，授業での達成

感も今までとはだいぶ違っているような気がしている。授業者に「授業の主

役は生徒である」という認識があれば，たとえ授業がイメージ通りに進まな

くても生徒たちは意欲的に学習に取り組むのではないかと感じた。 

   今後の課題に関しては，授業において「静」と「動」のバランスをよく見

極め，教材や生徒のレベルに合わせて授業を組み立てていくことである。ま

た，それが生徒の学力向上に着実に結びついていくように工夫していく必要

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 












